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1.1 策定の趣旨

わたしたちのふるさと福知山の上水道は、昭和8年に給水を開始して以来、市域の発展や市

民生活の向上に伴う水需要の増加に対応するため、これまで5次にわたる拡張事業を行い、安

定給水に努めてきました。

また、簡易水道についても文化的な生活を営む基盤として順次整備を進め、市域の水道普及

率は100％近くに達しています。

今後も市民の皆様方に安全で良質な飲料水を安定して供給し、健康や文化的な生活、社会経

済活動を支えるという水道事業の責務は、さらに大きくなるものと考えています。

今日、水道事業は、人口減少と節水機器の普及などによる使用水量の減少、施設の老朽化な

どの課題に直面しています。

水道事業の運営面においては、より計画的・効率的で透明性の高い経営、環境に十分配慮し

た運営等が求められています。

本市においては、3町との合併による市域拡大への対応、老朽化が進む施設や管路の更新、

災害等に備えた基幹水道施設の耐震化などの課題を抱えており、これらに対処していくには多

大な費用と期間を要することから、計画的、効率的に事業を行っていく必要がありました。

こうした中で、平成16年に厚生労働省から水道の現状と将来見通しを分析、評価した水道の

将来像を示す「水道ビジョン」が策定されたことを受けて、本市においても平成21年に福知山

市水道ビジョンを策定しました。

H21年の水道ビジョン策定から5年が経過したことにより、同ビジョンで示された実施施策の

推進方策に基づき、今回事業計画の点検・見直しをすることになりました。

その結果と平成25年3月に策定された厚生労働省の「新水道ビジョン」の政策目標である「安

全」･「持続」･「強靱」の視点に立って基本目標等を見直しました。

福知山市水道事業ビジョンの概要第1章
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2.4 災害関係

（1）地震被害

福知山市周辺には、4本の主要な地震断層があり（図2.4.1）、最も大きな被害は、三峠断層による

もので、死者720人、建物全壊約2万棟などが想定されています（表2.4.1）。

表2.4.1 福知山市近辺の主な地震断層と想定被害

出典：福知山市地震ハザードマップ

図2.4.1 福知山市近辺の主な地震断層

断 層 名 三三三峠断層三峠断層 上林川断層 郷村断層帯 養父断層

想定マグニチュード 7.2 7.2 7.4 7.4

死者数(人） 7720 430 140 480

負傷者数(人） 444,490 3,110 1,500 3,460

重傷者数(人） 88860860 510 150 560

要救助者数(人） 373,790 2,130 740 2,310

短期避難者数(人） 44344,320 33,140 18,960 35,590

全壊(棟） 21321,340 13,450 5,540 15,140

半壊・一部半壊(棟） 15115,160 14,770 11,760 16,020

焼失建物(棟） 454,500 2,670 850 2,980
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（2）水害

1）過去の水害

由良川流域では、過去に何度も洪水による被害に見舞われてきました（表2.4.2）。

表2.4.2 由良川水系の主な洪水被害と由良川の最高水位(福知山)

出典：由良川水系河川整備計画（H25.6 国土交通省近畿地方整備局)に加筆

写真2.4.1 昭和28年9月洪水 国鉄福知山駅周辺 写真2.4.2 昭和57年8月洪水(大江町河守付近)

写真2.4.3 平成16年10月洪水（大江町河守付近） 写真2.4.4 平成25年9月洪水(大江町河守付近)

起年月日 要因 最高水位（m） 主な被害状況

S28. 9.25 台風13号 7.80 死者36名、浸水家屋（床上5,307戸、床下2,458戸）

S34. 8.14 台風7号 5.48 浸水家屋（床上435戸、床下735戸）

S34. 9.26 伊勢湾台風 7.10 死者2名、浸水家屋（床上4,455戸、床下2,450戸）

S36.10.28 台風26号 5.33 浸水家屋（床上767戸、床下1,540戸）

S47. 9.17 台風20号 6.15 浸水家屋（床上527戸、床下1,024戸）

S57. 8. 2 台風10号 5.45 浸水家屋（床上40戸、床下65戸）

S58. 9.28 台風10号 5.57 浸水家屋（床上23戸、床下49戸

H16.10.20 台風23号 7.55 死者5名、浸水家屋（床上1,251戸、床下418戸）

H23. 9.20 台風15号 5.73 冠水1,334ha

H25. 9.16 台風18号 8.30 冠水2,303ha浸水家屋3,753戸
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福知山地点では、15日5時から16日15時にわたって雨が降り続き、福知山地点では16日 8時

10分に水位8.30mを記録しました。

出典：平成25年9月由良川出水報告（第1報）福知山河川国道事務所H25.10

図2.4.7 福知山地点の年最高水位（昭和28年～平成25年）

出典：平成25年9月由良川出水報告（第1報.福知山河川国道事務所H25.10)

図2.4.8 水位グラフ（台風18号）
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3）福知山市の被害

福知山市内では、家屋被害や土砂災害など甚大な被害が発生し、被害勧告が発せられました。

家屋被害：全壊2棟、半壊 330棟、一部損壊・床上浸水423棟、床下浸水356棟

土砂崩れ（民家の裏山など）：9件

田畑：冠水面積約 650ha

河川道路被害：河川79箇所、道路31箇所

写真2.4.5 平成25年9月台風18号洪水

表2.4.3 災害の経過

年 月 日 時刻 対応内容

平成25年9月15日 19:15 大雨警報 発表 災害警戒本部設置

22:30 広域避難所（由良川流域）13箇所 開設（自主避難）

23:06 洪水警報 発表

9月16日 0:40 由良川 氾濫注意水位 4.0ｍ 超過

1:10 避難準備情報発令

1:50 由良川 避難判断水位 5.0ｍ 超過

2:20 避難勧告発令（由良川流域） 災害対策本部に移行

3:10 由良川 氾濫危険水位 5.9m 超過

5:05 大雨特別警報 発表

5:40 避難指示（福知山市全域 由良川水位7ｍ超過5：10）

8:10 由良川水位 最高値8.3ｍ ～8：40まで

9:58 大雨特別警報 解除

13:39 大雨警報 解除

16:40 由良川 氾濫危険水位 下回る

19:39 洪水警報 解除

19:40 避難指示 解除（遷喬・大江町以外）

23:06 大雨注意報 解除
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（3）原子力災害

東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故を契機に、国において原子力防災対策の見直しが

進められ、京都府でも平成25年2月にＰＡＺ（予防的防護措置を準備する区域）を原子力発電所から

概ね5km、ＵＰＺ（緊急時防護措置を準備する区域）を高浜発電所は30km、大飯発電所は32.5kmとす

る地域防災計画の修正が行なわれました。

福知山市の緊急時防護措置を準備する区域（ＵＰＺ）の範囲は、福井県高浜発電所から概ね30ｋ

ｍ圏内とし、大江町有路下地区5自治会が防護対象とされています。

緊急時の避難先としては、武道館および三段池公園総合体育館メイン・サブアリーナが指定されて

います。

図2.4.9 高浜・大飯発電所のPAZとUPZ 図2.4.10 福知山市のＵＰＺ区域

ＰＡＺ（予防的防護措置を準備する区域）：原発から概ね半径5㎞で原子力発電所の事故が起きた場

合、放射性物質の放出前に直ちに避難する区域

ＵＰＺ（緊急時防護措置を準備する区域）：原発から概ね半径30㎞で避難、屋内退避、安定ヨウ素剤

の予防的服用等の計画を事前に立てる必要がある区域

写真2.4.6 武道館 写真2.4.7 三段池公園総合体育館
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3.1 上水道事業

（1）上水道事業の沿革

本市の上水道事業は、昭和6年に内務省の創設認可を受け、昭

和8年から約 1万人に給水を開始しました。

戦後の復員等での人口急増に加え、昭和25年12月から駐屯が

開始された警察予備隊(現在の陸上自衛隊)への給水要請などから、

昭和26年度に計画給水人口32,000人、計画給水量12,000  /日

とする第1次拡張事業に着手しました。

昭和39年度からは第2次拡張事業により給水区域を拡大しまし

たが、市の発展と市民生活の向上、下水道の推進、市街地の人口

増加などから水需要は増加の一途をたどりました。

このため昭和43年度からは計画給水人口44,000人、計画給水

量22,000  /日とする第 3次拡張事業に着手し、新たに第 2水源

を確保し、第2系統を設けました。

昭和45年度から開発が始まった府の長田野工業団地やその周

辺地域への給水を行うため、昭和51年度に計画給水人口60,000

人、計画給水量32,000  /日とする第4次拡張事業に着手し、第 3系統を設けました。

さらに、周辺の簡易水道の上水道への統合や増大する水需要に対処するために、平成5年度に計

画給水人口72,000人、計画給水量45,700  /日に変更するなど数次の認可変更を実施し、戸田浄水

場を新設しました。

その後、人口増加の鈍化傾向が見られたことから、平成16年に計画給水人口66,000人、計画給

水量40,600  /日とする第 5次拡張事業の認可を受け、平成19年度には下荒河浄水場が竣工しまし

た。平成20年度に豊富等 6簡易水道の統合整備が完了、平成24年度には牧川筋簡易水道上水道統

合整備事業が完成しました。

本市の上水道事業は、創設以来80年を越え、平成25年度末で、給水世帯数29,401世帯、給水

人口66,720人、普及率99.9％となっています。

写真3.1.2 下荒河浄水場

福知山市水道事業の概要第3章

写真3.1.1 水道記念碑
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写真3.1.4 堀浄水場 写真3.1.5 集中監視システム

写真3.1.6 堀山配水池 写真3.1.7 駒場配水池

写真3.1.8 神谷配水池 写真3.1.9 石原配水池

写真3.1.10 十三丘配水池 写真3.1.11 夷加圧ポンプ所

3-5





3.2 簡易水道事業

（1）簡易水道事業の沿革

旧福知山市内の簡易水道事業は、昭和28年度の岩戸簡易水道事業の創設に始まり、高度経済成長に

伴う生活水準の向上や、市民の水道に対するニーズに対応するため、昭和35年度までに10箇所の簡易

水道施設を完成させました。その後も全市水道布設を目標に計画的に事業を進め、昭和55年度にほぼ

全域の普及が完了、引き続きこれまでに建設してきた小規模簡易水道の統合や施設能力の増強を図っ

てきました。

そして平成21年度に、上豊富など 6簡易水道を上水道に統合、さらに平成22年度より牧川筋簡

易水道上水道統合事業に着手し平成24年度に完成、翌年度に統合しました。

平成25年度末の本市の簡易水道事業は、平成18年に合併した3町(三和町、夜久野町、大江町)

の事業も含め、11簡易水道、１飲料水供給施設で、給水世帯数5,946世帯、給水人口13,708人、

普及率98.09％となっています。

表3.2.1 簡易水道事業の現況

事 業 名 創設認可 給水開始
計画給水

人口（人）

計画1日

最大給水量

（m3/日）

備考

北部簡易水道 H12.3.3 H20.4 1,682 839.0

川合簡易水道 H1.7.6 H3.4 970 342.0

細見簡易水道 H10.3.31 H14.5 3,032 2,320.0

菟原簡易水道 H10.3.29 H11.4 1,430 566.0

大身簡易水道 S57.8.5 S58.12 450 112.5

上夜久野簡易水道 S60.6.22 S63.4 2,370 1,185.0

中夜久野簡易水道 H2.7.10 H4.4 1,220 382.0

額田簡易水道 S63.6.4 H2.4 1,500 513.0

畑簡易水道 S58.6.13 S60.4 530 133.0

大江町中央簡易水道 H2.7.10 H5.4 4,070 1,902.0

大江町由良川右岸簡易水道 H10.3.31 H14.4 2,240 866.0

簡易水道計 19,494 9,160.5

加用飲料水供給施設 H2.7.5 H3.4 35 11.0

合計 19,529 9,171.5
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（2）簡易水道事業の施設概要

表3.2.2 簡易水道事業施設概要

事 業 名 水源種別 浄水方法
配水池

ポンプ所
池数 総貯水量

北部簡易水道

伏流水

表流水

湧水

地下水

緩速ろ過

急速ろ過
54池 2,010.9  15ヶ所

川合簡易水道 表流水 緩速ろ過 10池 378.4  4ヶ所

細見簡易水道
表流水

地下水

緩速ろ過

急速ろ過

膜ろ過

9池 1,774.6  ―

菟原簡易水道
湧水

表流水
膜ろ過 7池 699.0  ―

大身簡易水道 表流水 緩速ろ過 2池 105.0  ―

上夜久野簡易水道
地下水

表流水
緩速ろ過 27池 1,302.6  9ヶ所

中夜久野簡易水道 伏流水 緩速ろ過 6池 338.0  2ヶ所

額田簡易水道 伏流水 緩速ろ過 2池 290.4  ―

畑簡易水道 表流水 緩速ろ過 10池 246.0  4ヶ所

大江町中央簡易水道 地下水 緩速ろ過 16池 1,476.3  7ヶ所

大江町由良川右岸簡易水道 地下水 緩速ろ過 8池 839.6  3ヶ所

加用飲料水供給施設 表流水 緩速ろ過 2池 40.0  ―
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（2）基本目標の実施状況

各目標に関する施策のこれまでの実施状況は以下に示すとおりです。

1）健全（健全で開かれた事業運営）

①財務体質の健全化と公平・適正な水道料金

H21水道ビジョンでの施策計画 現時点（H25年度末）での実施状況と評価

施設・管路更新事業および業務委託等につ

いては優先度と必要性を十分判断し、工事

入札制度の見直しを行うなど事業のさまざ

まな面からコスト縮減に努めます。

市道改修、ガス管路布設等の他事業との同

時施工による工事費の縮減を図っていま

す。

新技術・開発品等の導入によるコスト縮減

を常時検討、実施しています。

遠隔操作の充実を図り、人件費の時間的コ

スト縮減を行っています。

実施中

健全経営に向けた努力をこれまで以上に行

うとともに、国庫補助金の積極的な活用を

行い、企業債等の借り入れを抑制して財務

体質を改善していきます。

H22～24 老朽管更新事業

H22～24 簡易水道上水道統合整備事業

計画的な事業執行により、新規借り入れの

抑制に努めています。

平成24年度に補償金免除繰り上げ償還を実

施し、高利率の企業債利子の軽減と企業債

残高の減少に努めています。

実施中

水道事業の位置付けを明確にし、財務体質

の健全化を図った上で、水道料金の在り方

について議論をし、公平負担を原則に適正

な料金体系を確立します。

H22.6 水道料金改定

簡易水道の旧福知山と旧 3町区域の料金を

統一しました。

平成22年6月検針分より水道料金を改定、

その結果、平成22年度決算より収支が改善

しました。

達 成

上水道と簡易水道の料金格差については、

上水道への統合にあわせて順次解消してい

きます。

平成22年の料金改定でメーター口径別の料

金体系に統一しました。基本料金の格差は、

平成29年度の経営統合にあわせ検討してい

きます。

実施中
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②施設管理の効率化による維持管理コストの縮減

2）安心（安心して飲める水道水の供給）

①水質管理体制の強化

写真4.1.1 追加塩素設備 写真4.1.2 水質測定所

H21水道ビジョンでの施策計画 現時点（H25年度末）での実施状況と評価

遠方監視装置の一元化を行い、監視・管理

体制の効率化を実施します。

H22.12三和・夜久野・大江遠隔監視装置統

合しました。 達 成

配水系統の見直しを行うことで、安定給水

と施設の効率化を図ります。

H24.3 厚中問屋町・和久市他地域を神谷配

水系統に切替え、老朽化が進む堀浄水場の

負荷を軽減しました。
実施中

施設の統廃合による維持管理費用を削減し

ます。

牧川筋簡易水道統合整備事業により、5浄水

場、4配水池を削減（2加圧ポンプ所増設）

し上水道へ統合しました。
達 成

民間活力の利活用方法などを包括的な視野

で調査検討を実施します。

夜間・休日の施設管理については嘱託職員

で対応し､施設の電気・機械等の点検を一部

民間委託しています。
実施中

H21水道ビジョンでの施策計画 現時点（H25年度末）での実施状況と評価

水質基準不適合率「0％」を維持します。 水質基準不適合率「0％」を維持しています。 実施中

配水系統ごとに水質測定所の設置を図って

いきます。

牧川筋簡易水道の上水道統合時に田和水質

測定所を設置しています。
実施中

配水池に追加塩素設備を設置するなどの施

設改善に努めます。

牧川筋簡易水道の上水道統合時に鴨野と田

和加圧ポンプ所に追加塩素設備を設置しま

した。

川合簡易水道、北部簡易水道に追加塩素設

備を設置しました。

達 成

水質検査を外部委託する場合に、精度管理

体制等の確認をしていきます。

委託先の内部精度管理および外部精度管理

状況について確認をしています。
実施中

｢水安全計画｣の策定をします。 「水安全計画」は策定の検討中です。 未着手
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②鉛製給水管布設替えの推進、直結式給水の推進、貯水槽水道の管理指導強化

写真4.1.3 鉛給水管の更新

3）安定（災害に強く安定した水道水の供給）

①老朽化施設の更新･耐震化

H21水道ビジョンでの施策計画 現時点（H25年度末）での実施状況と評価

鉛製給水管更新完了目標年次：平成33年(年

間約800件)とします。

計画800件/年 実績266件/年（H21～H25

平均）となっています。
実施中

各地区の水圧状況等に応じて3階以上の直

結式給水の拡大を図ります。

小中学校の直結式給水の推進を図ります。

H23.9から3階建直結式給水を実施していま

す。 実施中

貯水槽水道施設の管理状況の把握と指導強

化に努め、水質検査等の受検率の向上に努

めます。

適切な維持管理が出来るよう貯水槽水道設

置者への情報提供の実施します。

ホームページ等での周知により、3割程度あ

った受検率が7割強に増加しましたが、翌

年には5割に低下しています。

（H21 37.7%、H22 33.6%、H23 72.5%、

H24 56.7%）

実施中

H21水道ビジョンでの施策計画 現時点（H25年度末）での実施状況と評価

現在、法定耐用年数を超過している施設の

早期解消に努めます。

第 5次拡張事業に基づき、緩速ろ過設備を

膜ろ過設備に造成し改良中です。
実施中

施設の重要度、老朽化の進みぐあいなどか

ら優先的に改善すべき施設を明確にし、併

せて施設の統廃合、施設規模の見直しを行

いながら更新計画を作成します。

平成29年度の簡易水道統合に向けて、施設

の統廃合等を検討しています。
実施中

施設更新、既存施設の補強等を行い耐震化

を推進します。

施設の耐震化は老朽化の度合いも考慮し、

検討しています。
実施中

図4.1.2 水道施設の管理区分
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4）持続（ライフラインとして将来にわたって使い続けられる水道）

①水道施設管理体制の強化

②人材の育成と水道技術の継承、お客様サービスの向上

H21水道ビジョンでの施策計画 現時点（H25年度末）での実施状況と評価

計画的に全ての簡易水道を上水道に統合す

ることで、効率的な管理体制を構築し

併せて、効率的な施設の統廃合を検討しま

す。

1上水道と11簡易水道、1飲料水供給施設

とし、効率的な施設の統廃合は完了しまし

た。

牧川筋簡易水道統合時に、5浄水場、4配水

池を削減（2加圧ポンプ所増設）し上水道へ

統合しました。

達 成

H21年度 豊富等6簡易水道を上水道へ統合

します。

H25年度 牧川筋簡易水道を上水道へ統合

します。

H29年度 全ての簡易水道を上水道へ統合

します。

H21.4 豊富等6簡易水道を上水道に統合し

ました。

H25.4 牧川筋簡易水道を上水道へ統合し

ました。

全簡易水道の上水道への統合に向けてあら

ゆる方面から検討中です。

達 成

旧 3町の簡易水道施設監視装置を堀浄水場

に集約し、管理体制の強化を図ります。

H22.12 三和・夜久野・大江遠隔監視装置

統合しました。 達 成

H21水道ビジョンでの施策計画 現時点（H25年度末）での実施状況と評価

人材育成計画(外部研修と内部研修の活用

等)を策定します。

水道課研修・資格取得計画を作成しました。

経験年数に応じた研修と資格を取得し上下

水道部の業務方針を推進しています。

実施中

PR手法の充実を図り、迅速化を推進します。 ふくちやま上下水道だよりの配布や上下水

道部のホームページに情報を随時更新し掲

載しています。

実施中

業務の効率化を計る業務指標(PI値)を公表

するなど情報提供に努めます。

業務指標の一部を水道ビジョンに掲載して

います。
実施中

必要に応じてアンケートを実施するなど、

お客様ニーズの把握に努めます。

アンケートによる情報収集を行いました

が、今後更なる実施方法等を検討していき

ます。

実施中

お客様に利便性の高い料金支払い方法の拡

充に努めます。

取扱い金融機関、コンビニの増加に努めま

す。
実施中

施設見学、体験学習の場を通して、水道水

の大切さをアピールします。

小学生を中心に一般も含め、H22 533名、

H23 333名、H24 563名、H25 292名、H26

428名の見学を受入れています。

実施中
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写真4.1.7 施設見学の様子

5）環境（環境に配慮した水道の整備）

①省エネルギー対策の推進、資源の有効利用

H21水道ビジョンでの施策計画 現時点（H25年度末）での実施状況と評価

ポンプ等の省電力化を図り、配水系統の見

直しを行うなど効率的な水運用の実施しま

す。

H24.3 厚中問屋町・和久市他地域を神谷配

水系統に切替えています。

堀浄水場の運転管理システムを更新し、効

率的なポンプ運転管理を行っています。

実施中

天然ガス自動車等のエコカーの導入を促進

します。

ガス事業譲渡に伴いエコカーも譲渡、ガソ

リン車の買い替え時に軽自動車に転換して

います。

実施中

再生資源の積極的利用を引き続き実施しま

す。

工事では再生資材（アスファルト、砕石等）

を積極的に利用しています。
実施中

建設廃材の発生抑制に努めます。 建設廃材（アスファルト殻、コンクリート

殻、石綿管）は、指針、指導に基づいて処

理しています。

実施中

漏水調査の推進、経年管および鉛製給水管

の計画的更新等を行い、有効率を向上させ

ます。

経年管および鉛製給水管の計画的更新は行

っていますが、有効率の向上は未達成とな

っています。

実施中

ペーパーレス化を推進します。 電子データを共有、ＬＡＮでやりとりする

など、ペーパーレス化を推進しています。
実施中

グリーン購入を促進します。 ＰＰＣ用紙やトイレットペーパー等、再生

紙を使用したものを購入しています。
実施中

図4.1.4 上下水道だより第9号（H26年12月）
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図6.2.2 福知山市 給水拠点への管路図（上水道）
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福知山市水道事業ビジョン

平成 27 年 2 月

福知山市上下水道部


